
2019 年度 事業報告書 

NPO 法人 gift 

１ 活動の概要 

 6 期目となる本年度は、丹波県民局からの委託事業「移住・環流プロジェクト推進事業」を実施した。移住環流事業

として 4 年目となり「ソシエテ・リベルテ」の企画名も徐々に浸透しつつある。年度末には新型コロナウィルスの感

染が世界中で広まり、3月には東京でのイベント開催が中止となり、今後の対応を検討すると共に社会の変革期を捉え

て対応していく必要がある。丹波市市民プラザの開設に関しては会員それぞれの団体で関わる形となり、gift の事業

としては田舎暮らし支援事業が主な活動となった。 

 

２ 事業の内容 

田舎暮らし支援事業 

① 兵庫県丹波県民局「移住・還流プロジェクト推進事業」 

兵庫県丹波県民局が平成 28 年度から開始する「移住・還流プロジェクト推進事業」を本年度も受託し、4 年

目として、本年度も「ソシエテ・リベルテ」の企画名において下記事業を実施した。 

 

都市部での「たんば暮らしファン交流カフェ」・「たんば暮らしセミナー」、丹波地域を体験するバスツアー等 

・学校じゃない教育の仕事(計 4回-大阪 3 回丹波ツアー1 回) 対象：教員大学等の学生や 20 代若者 

・20 代からのローカルキャリア(計 4回-神戸 3 回丹波ツアー1回) 対象：20 代社会人や学生 

・丹波ナイト(計 4回-大阪 2 回東京 3回) 対象：食に関心の高い人 

・見え方のデザイン(計 3回-大阪) 対象：ビジネスカフェ関西を中心とした小規模事業者 

・生き方トーク・ラボ(計 2 回-名古屋) 対象：都市部での生活にモヤモヤを感じる人 

・ぼうずカフェ(計 1 回-名古屋) 対象：お坊さんと話したい人 

・ヒトとナリワイに出会う旅(丹波ツアー1泊 2 日 計 2 回) 

・ソシエテ・カフェ(計 2回) 丹波地域での地域内のユニーク人材が集まる恒常的な場づくり 

たんば暮らしファン交流ステーションの設置・運営 

ISO 乃家、及びサテライト拠点としてゼロジバハウスを交流ステーションとして丹波地域訪問者との交流に活

用 

「たんば元気人材バンク」の設置・運営 

昨年度に引き続き丹波地域人材リストを作成。各企画のゲストを中心にリストに追加。 

「たんば暮らしファン NET」の構築・拡充 

昨年度に引き続きイベント参加者を中心にリストを作成、SNS やメルマガのフォロワーも増強した。 

効果的な情報発信 

SNS,Web サイトを中心に本事業の告知、ステッカーやカードを作りブランド力 UP を目指した。 

 

尚、令和 2 年度の本事業に於いても受託が決定しており、5 年目も更なる向上を目指す。 



法人名： NPO法人gift

貸借対照表
2020　年　3　月　31　日　現在

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部

1. 流動資産

現金預金 2,454,650

未収金 1,228,982

流動資産合計 3,683,632

2. 固定資産

（1）投資その他の資産

差入保証金 577,000

投資その他の資産計 577,000

固定資産合計 577,000

資産合計 4,260,632

Ⅱ 負債の部

1. 流動負債

未払金 1,828,400

未払法人税等 72,000

預り金 7,191

流動負債合計 1,907,591

2. 固定負債

固定負債合計 0

負債合計 1,907,591

Ⅲ 正味財産の部

前期繰越正味財産 2,411,466

当期正味財産増減額 △ 58,425

正味財産合計 2,353,041

負債及び正味財産合計 4,260,632



法人名： NPO法人gift

財産目録
2020　年　3　月　31　日　現在

(単位：円)

科　　目 金　　額

Ⅰ 資産の部

1. 流動資産

現金預金

手元現金 30,644

中兵庫信金 2,424,006

未収金

兵庫県 1,215,407

兵庫県前年度分 13,575

流動資産合計 3,683,632

2. 固定資産

（1）投資その他の資産

差入保証金

兵庫県 577,000

固定資産合計 577,000

資産合計 4,260,632

Ⅱ 負債の部

1. 流動負債

未払金

ゴキゲンてくのろじ 508,400

情報社会研究所 1,320,000

未払法人税等

法人税 72000

預り金

源泉所得税 7,191

流動負債合計 1,907,591

2. 固定負債

固定負債合計 0

負債合計 1,907,591

正味財産 2,353,041



法人名： NPO法人gift

活動計算書
2019　年　4　月　1　日　から　2020　年　3　月　31　日　まで

(単位：円)

科　　目 金　　額

 I  経常収益

1. 受取会費

正会員受取会費 35,000

入会金 8,000 43,000

2. 受取寄附金

受取寄附金 96,471 96,471

3. 事業収益

田舎暮らし支援事業収益 5,734,587 5,734,587

4. その他収益

受取利息 16

雑収益 13,575 13,591

　　経常収益計 5,887,649

 II  経常費用

1. 事業費

（1）人件費

人件費計 0

（2）その他経費

業務委託費 4,454,606

謝金 103,000

会議費 44,812

旅費交通費 644,223

賃借料 40,000

保険料 1,892

租税公課 10,000

支払手数料 4,468

その他経費計 5,303,001

事業費計 5,303,001

2. 管理費

（1）人件費

人件費計 0

（2）その他経費

業務委託費 280,800

通信運搬費 3,813

賃借料 220,000

租税公課 82,200

支払手数料 56,260

その他経費計 643,073

管理費計 643,073

　　経常費用計 5,946,074

当期正味財産増減額 △ 58,425

前期繰越正味財産額 2,411,466

 　　 次期繰越正味財産額 2,353,041



財務諸表の注記

1. 重要な会計方針

（1）

（2）

（3）

（4）

（5）

（6） 消費税等の会計処理

2. 事業別損益の状況

事業別損益の状況は以下の通りです。

ボランティアによる役務の提供

ボランティアによる役務の提供は、「４．活動の原価の算定にあたって必要なボランティアによる役務の提供の内訳」として注記しています。

消費税等の会計処理は、税込経理方式によっています。

施設の提供等の物的サービスを受入れは、活動計算書に計上しています。また計上額の算定方法は「３．施設の提供等の物的サービスの受入の内訳」に記載しています。

財務諸表の作成は、NPO法人会計基準（２０１０年７月２０日　２０１7年１２月１２日最終改正　ＮＰＯ法人会計基準協議会）によっています。

固定資産の減価償却の方法

有形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定率法で償却をしています。

無形固定資産は、法人税法の規定に基づいて定額法で償却をしています。

施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理

貸倒引当金は、過去の実績、および滞留状況を基準に計上しています。

棚卸資産は低価法により評価しています。原価は平均法により算出しています。

棚卸資産の評価方法

貸倒引当金の計上基準


